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日高守甘辛ケ＝

1 次 り‾－グでモンゴルに

ス トレー ト勝ちした森選手

（写真提供 ：中国新聞社）

9
月
2
4
日
か
ら
2
6
日
の
間
、

世
界
2
2
か
国
の
強
豪

障沼野皆瀬藍
酬野

選
手
が
広
島
に
集
い
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
国
際
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
広
島
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
、
本
町
出
身
の
森
　
和
栄
選
手
　
（
江

尾
・
N
T
T
中
国
）
　
が
ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
。
決
勝
戦

で
惜
し
く
も
破
れ
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
町

と
し
て
初
の
国
際
大
会
に
参
加
し
た
森
選
手
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

㊤

－
こ
の
た
び
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
国

際
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
広
島
大
会
で
の
準

優
勝
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
会
に
参
加
さ
れ
た
感
想
は
い
か

が
で
し
た
か
？

森　和栄さんのプロフィール

昭和42年生まれ（26歳）

江尾小学校4年生の頃からテニスを

始め、江府中学校では、数々の大会に

優勝する。

根雨高校3年生の時に、奈良国体に

出場し、全国3位に。

卒業後、NTT中国に入社。現在に

至る。

初
－
∵
∵
二

て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
観
客
の
前
で
プ
レ
イ

で
き
て
、
た
く
さ
ん
の
応
援
と
柏
手

を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

決
勝
に
出
た
か
ら
に
は
、
や
は
り
　
　
ろ
で
す
か
？

金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
ひ
と
つ
思
い
き
れ
ず
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

－
海
外
の
選
手
と
対
戦
し
て
、
も
っ

と
も
違
う
点
と
い
え
ば
ど
ん
な
と
こ

⑳

ス
ピ
ー
ド
、
体
力
を
ど
が
上
回

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

を
は
か
る
練
習
を
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

Soumu
テキストボックス
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ワールドカップ
国際ソフトテニス広島大会

『
次
は
ア
ジ
ア
大
会
で

会
メ
タ
ル
で
す
』

－
テ
ニ
ス
を
は
じ
め
た
の
は
何
歳
ぐ

ら
い
か
ら
で
す
か
？

－
今
ま
で
多
く
の
試
合
を
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
思
い
出
に
残
る
試
合

と
い
え
ば
？

．
り
∵
㍉
－
∵
∴
l

J
　
弓
さ
ん
）
が
テ
ニ
ス
を
し
て

い
た
か
ら
、
自
然
と
す
る
よ
う
に
を

高
校
（
根
雨
高
校
）
三
年
生
の

時
に
奈
良
国
体
に
出
場
し
た

時
で
す
ね
。

ヽ

学
校
の
四
年
生
頃
で
す
。

く
ら
い
練
習
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
三
位
と
い
う
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

－
ズ
バ
リ
、
次
の
目
標
は
？

り

ま

し
た

榔α伊〟砺脚甜此
j拶7舗棚

今
、
そ
の
こ
ろ
を
振
り
返
っ
て
も

テ
ニ
ス
一
色
で
こ
れ
以
上
で
き
を
い

」

．

」

」

¶

「

二

∴

∵

、

　

．

．

　

　

　

　

　

．

′

来
で
す
。

年
、
広
島
市
で
行
わ
れ
る
ア

ジ
ア
大
会
に
出
場
し
、
今
度

こ
そ
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と

靡
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
国
際

フ
ト
テ
ニ
ス
広
島
大
会

（3）

ダ ブ ル ス を 組 ん だ 出 口 選 手 （左 ）

と 記 念 写 真 。 右 側 が 森 選 手 。

－
と
こ
ろ
で
、
テ
ニ
ス
以
外
に
今
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

今
は
テ
ニ
ス
で
精
一
杯
で
す
。

－
最
後
に
江
府
町
で
テ
ニ
ス
を
す
る

後
輩
に
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
女
　
子
】
ダ
ブ
ル
ス

◇
予
選
リ
ー
グ
　
二
次
B
組
）

◇
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

出
口
・
森

〈
N
T
T
由
由
一

5
－
1

出
口
・
森

〈
N
T
T
中
国
一

5
－
－
0

出
口
・
森

（
N
T
T
中
国
一

5
－
0

モ
ン
タ
ト
ヤ

ゲ
レ
レ
マ

（
モ
ン
ゴ
ル
）

マ
リ
ア

パ
ス
ヤ

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

◇
準
決
勝
戦

出
口
・
森

（
N
T
T
由
由
一

5
－
1

ブ
ス
テ
ィ
ン

バ
リ
ー
ス

（
ア
メ
リ
カ
）

林
髭
蓉

邸
悪
例

（
中
華
台
北
）

と
こ
と
ん
テ
ニ
ス
を
好
き
に
な

っ
て
、
一
生
懸
命
練
習
を
積

み
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

◇
決
勝
戦

芦
・
鄭

（
韓
国
）

5
－
3

出
口
・
森

（
N
T
T
由
由
）
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ト中国リポート1

躍
動
す
る

中
国
大
陸
に
ふ
れ
て

▲酒源市長に福田町長からの親書を手渡す宇田川さん（市庁舎で）

共産党登封県委員会
（右側が横田さん）

林

業

視

察

団
参加者／宇田川潔さん・横田弘己さん

（武　庫）　　（下安井）

河
南
省
政
府
の

招
へ
い
で

九
月
二
十
五
日
に
福
岡
空
港
を
飛

び
立
ち
、
約
八
日
間
の
中
国
、
河
南

省
の
林
業
視
察
研
修
へ
槙
田
さ
ん
と

出
発
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
二

回
目
、
榎
田
さ
ん
は
初
め
て
の
中
国
。

こ
の
た
び
の
視
察
は
中
国
河
南
省

人
民
政
府
か
ら
の
招
へ
い
に
よ
る
も

の
で
、
人
づ
く
り
を
通
じ
た
国
際
貢

献
に
よ
る
友
好
交
流
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
日
本
国
内
で
減
少
し
続
け
る

林
業
労
働
者
を
中
国
と
の
人
事
交
流

に
よ
っ
て
、
そ
の
活
路
を
兄
い
出
す

こ
と
が
主
目
的
で
し
た
。

北
京
か
ら
目
的
地
の
河
南
省
、
鄭

州
市
ま
で
は
寝
台
列
車
で
、
昼
前
に

鄭
州
市
の
駅
に
着
く
と
、
河
南
省
人

事
庁
、
人
材
交
流
セ
ン
タ
Ⅰ
の
要
人

が
出
迎
え
に
来
て
お
ら
れ
、
そ
の
熱

烈
を
歓
迎
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
訪
問
先
の
登
封
県
と
済
源

市
で
は
、
福
田
町
長
か
ら
の
親
書
を

手
渡
し
、
市
や
県
か
ら
は
沢
山
の
お

土
産
を
頂
戴
し
大
変
恐
縮
し
た
し
だ

い
で
す
。

そ
し
て
、
パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
各

地
の
視
察
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

高
収
入
は

タ
ク
シ
ー
運
転
手

町
は
自
転
車
に
乗
っ
た
人
で
い
っ

ぱ
い
。
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
日
中
に

こ
ん
な
に
人
が
多
い
の
か
不
思
議
に

思
い
、
通
訳
の
方
に
聞
く
と
三
交
替

⑳

勤
務
の
人
や
、
農
閑
期
で
農
民
の
買

物
、
そ
し
て
国
慶
節
の
休
日
と
か
、

そ
れ
に
し
て
も
人
が
多
い
。

話
は
変
り
ま
す
が
、
若
い
労
働
者

の
月
収
は
平
均
三
百
元
（
日
本
円
で

六
千
円
程
度
）
、
一
番
高
い
収
入
を

得
て
い
る
の
が
通
訳
も
で
き
る
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
で
、
収
入
は
約
二
千

元
（
約
四
万
円
）
大
学
出
が
ほ
と
ん

ど
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

中
国
版
の
大
岡
裁
き

滞
在
地
の
済
源
市
で
パ
ト
カ
ー
の

サ
イ
レ
ン
を
耳
に
し
、
何
事
か
と
足

を
止
め
た
目
の
前
を
白
バ
イ
と
パ
ト

カ
ー
に
囲
ま
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
捕
縛
さ
れ
た
十
数
名
の
若
者
が
首

に
名
札
を
掛
け
ら
れ
て
座
ら
せ
ら
れ

〃
み
せ
し
め
〃
　
の
た
め
市
中
引
廻
し

の
光
景
に
出
逢
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

中
国
版
の
大
岡
越
前
裁
き
で
す
。
通

訳
に
よ
れ
ば
強
盗
集
団
で
、
お
そ
ら

く
獄
門
処
刑
と
か
、
は
か
ら
ず
も
社

会
主
義
の
心
髄
に
触
れ
た
思
い
で
あ

り
ま
し
た
。

高
度
な
林
業

技
術
の
習
得
を

林
業
視
察
地
の
萱
封
県
（
小
林
寺

の
寺
院
が
あ
る
こ
と
で
日
本
で
も
有

Soumu
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ピ竺是認訂

美しい自然や町並み
をいつまでも

ほ害い

雄大な山々、晴らかを川をどの美しい自然や各地

の文化、歴史を刻んだ景観などをいつまでも保全す

るとともに、快適でうるおいのある景観を創り出す

ために制定されたものです。

そして、その景観保全のために行政をはじめ事業

者がそれぞれの責任を担い、力を合わせて取り組ん

でいくものです。

◎大きな建築物などを建てる
ときは平成5年10月1日から
届出が必要となりました

』届出が必要な場合

○建築物

新築、増改築、移転、外観の変更

（高さ13mまたは総面積1，000n了をこえるもの）

＿○工作物

新築、増改築、移転、外観の変更

（はり、さく、垣：高さ3mをこえるもの。

電線、索道用架線：高さ20mをこえるもの。

その他の工作物：高さ13mまたは築造面積

1，000がをこえるもの。）

○屋外の物品の集観・貯蔵

（高さ5mまたは：薫れがかわる部分の土地面積

1，600揃をこえ着払の

○鉱物の撼採 土石の採取、土地の区画形質の変更

（当該行為に係薫部分の土地の面積10，000nfを

三、去るもの二一または高さ5m長さ10mをこえ

勤ま擁撃を生じるもの）

人の上、必要を凶面などを

地の役場に正本1部、写し

い。

臼から起算して50日以内に
／√

行います。ただし、やむを得か－理由により、

その期間を延長する場合があります。

③審査にあたっては、県の各地方機関から説明を

求める場合があります。

④超大規模な行為については、県の本庁で審査を

行います。

⑨届出をしかい方、または虚偽の届出をした方は

10万円以下の凱金に処せられます。

◎詳しい問い合わせ／役場企画開発課

t℡75－2211）

．凛・i、
▲視察先の登封県で中国
王書記と記念撮影

名
）
　
で
は
、
粘
土
質
の
土
壌
に
日
本

の
桧
に
似
た
中
国
名
相
の
木
を
植
林

し
て
い
ま
す
が
、
土
質
と
風
土
か
ら

成
育
は
難
し
い
と
い
う
説
明
で
し
た
。

中
国
の
林
業
局
は
樹
木
の
み
で
な

く
果
実
や
牧
草
ま
で
扱
い
、
木
も
漢

方
薬
の
原
料
に
な
る
も
の
を
植
え
た

り
、
日
本
へ
輸
出
さ
れ
る
桐
は
平
草

原
で
植
栽
さ
れ
て
い
る
実
状
で
し
た
。

こ
の
た
び
の
主
目
的
で
あ
る
人
事

交
流
を
考
え
る
上
で
痛
感
し
た
点
は
、

日
本
の
林
業
の
よ
う
な
高
度
な
技
術

を
必
要
と
す
る
労
務
を
行
う
た
め
に

は
技
術
を
習
得
す
る
機
関
が
必
要
で

あ
り
、
平
成
二
年
よ
り
　
「
入
国
管
理

法
」
　
の
改
正
に
伴
い
外
国
人
研
修
生

受
け
入
れ
制
度
の
拡
充
が
を
さ
れ
た

が
、
長
期
的
を
受
け
入
れ
に
よ
る
実

施
策
を
今
後
、
研
究
し
て
お
く
必
要

▲登封県の植林地

傘

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
滞
在
中
大
変
好
意
的

で
過
去
の
い
ま
わ
し
い
歴
史
な
ど
ほ

と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。

さ
す
が
大
陸
性
民
族
で
あ
り
、
物

事
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
を
い
中
国
人

の
一
端
を
垣
間
見
た
思
い
が
し
ま
し

た
。今
の
中
国
は
と
に
か
く
”
日
本
に

見
習
い
、
追
い
つ
け
追
い
越
せ
″
が

合
言
葉
で
あ
る
よ
う
で
す
。

（
文
責
・
宇
田
川
潔
㌔
）

Soumu
四角形



6
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

＝
人
間
町
宝

白
寿
苫

［警霊コ

新
見
ま
つ
㌔
（
吉
原
）
＝

数
え
年
九
十
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
（
二
十
八
人
、
次
に

掲
載
の
皆
さ
ん
）
に
、
福
田
町
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を

訪
問
し
、
お
年
寄
り
に
は
記
念
品
と
日
銀
、
ご
家
族
の
方

に
は
介
護
手
当
と
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
数
え
年
七
十
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
は
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

吉
　
原
　
新
見
　
ま
つ
虐
（
九
十
九
歳
）

明
治
二
十
八
年
二
月
九
日
生

（
新
見
　
昭
三
㌔
　
母
）

久
　
通
　
水
下
す
み
よ
虐
（
九
十
八
歳
）

明
治
二
十
九
年
二
月
十
日
生

（
水
下
　
　
博
㍉
　
母
）

本
町
四
　
住
田
ひ
さ
よ
虐
（
九
十
八
歳
）

明
治
二
十
九
年
五
月
十
六
日
生

¢

（
住
田
美
智
恵
・
ガ
　
母
）

池
の
内
　
加
藤
も
か
よ
虐
（
九
十
八
歳
）

明
治
二
十
九
年
十
一
月
一
日
生

（
加
藤
美
和
子
㌔
義
母
）

新
町
二
　
手
島
　
清
子
虐
（
九
十
七
歳
）

明
治
三
十
年
五
月
二
十
日
生

（
手
島
　
重
敬
㌔
　
母
）

御
　
机
　
川
上
ち
と
せ
虐
（
九
十
六
歳
）

明
治
三
十
一
年
三
月
十
七
日
生

（
川
上
八
千
穂
㌔
　
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
あ
さ
の
虐
（
九
十
六
歳
）

明
治
三
十
一
年
六
月
六
日
生

（
小
椋
　
博
㍉
　
母
）

柿
　
原
　
奥
田
を
た
ね
虐
（
九
十
六
歳
）

明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
生

（
奥
田
　
　
薫
㍉
　
母
）

美
　
用
　
川
上
　
り
つ
虐
（
九
十
六
歳
）

明
治
三
十
一
年
七
月
五
日
生

（
川
上
　
金
子
㌔
義
母
）

荒
　
田
　
井
上
　
桝
次
点
（
九
十
五
歳
）

明
治
三
十
二
年
四
月
十
七
日
生

（
井
上
　
昭
宣
㌔
祖
父
）

貝
　
田
　
遠
藤
く
ら
の
虐
（
九
十
五
歳
）

明
治
三
十
二
年
六
月
九
日
生

（
遠
藤
規
短
雄
㌔
　
母
）

柿
　
原
　
加
藤
む
め
よ
虐
（
九
十
五
歳
）

明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
九
日
生

（
加
藤
　
毒
文
㌔
　
母
）

本
町
四
　
下
村
一
代
虐
（
九
十
五
歳
）

明
治
三
十
二
年
八
月
三
十
日
生

（
下
村
　
耕
朗
㌔
養
母
）

貝
　
田
　
森
田
ふ
で
を
虐
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
三
年
二
月
十
五
日
生

（
森
田
　
　
智
㍉
祖
母
）

大
河
原
　
清
水
　
む
ら
虐
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
三
日
生

（
清
水
　
降
格
㌔
　
母
）

下
蚊
屋
　
白
根
　
タ
キ
虐
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
三
年
六
月
十
六
日
生

（
仲
田
　
健
治
㌔
祖
母
）

下
安
井
　
中
村
　
徳
代
虐
（
九
十
四
歳
）

⑳

明
治
三
十
三
年
七
月
七
日
生

（
中
村
眞
佐
雄
㍉
　
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
よ
し
よ
虐
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
五
日
生

（
小
椋
　
喜
美
㍉
祖
母
）

大
河
原
　
亀
田
　
恒
秋
虐
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
三
年
九
月
二
十
八
日
生

（
亀
田
　
幸
満
㍉
　
父
）

吉
　
原
　
天
野
　
都
治
虐
（
九
十
四
歳
）

明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
生

（
天
野
日
出
男
㍉
　
父
）

下
蚊
屋
　
梅
臼
と
よ
の
史
九
十
三
歳
）

明
治
三
十
四
年
三
月
二
十
二
日
生

（
梅
田
　
明
美
㍉
祖
母
）

下
蚊
屋
　
宮
尾
美
智
子
虐
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
五
年
二
月
一
日
生

（
小
椋
　
俊
夫
㍉
蟹
等
一

袋
　
原
　
新
見
　
柴
子
虐
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
五
年
八
月
十
九
日
生

大
河
原
　
桑
原
　
つ
ね
虐
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
五
年
十
月
五
日
生

（
桑
原
　
　
茂
㍉
　
母
）

池
の
内
　
藤
原
　
き
の
虐
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
五
年
十
月
三
十
日
生

（
藤
原
　
謙
治
㍉
　
母
）

本
町
四
　
前
田
久
次
郎
史
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
九
日
生

本
町
二
　
福
田
　
岩
雄
虐
（
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
五
年
十
一
月
三
十
日
生

（
福
田
　
正
臣
㌔
　
父
）

本
町
三
　
川
上
　
智
恵
史
九
十
二
歳
）

明
治
三
十
五
年
十
二
月
二
十
日
生

（
川
上
　
雄
右
㌔
　
母
）
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（7）

白
寿
、
米
寿
を
お
迎
え
に
な
っ
た
お
年
寄
り
に
郵
政
大
臣
か
ら
記
念
品

．」
d
J
J
n
川
H
l

白寿を迎えた

新見まつさん（吉原）

米寿を迎えた

長尾正顕さん（小江尾）

米寿を迎えた

山口重夫さん（久連）

米寿を迎えた

中尾すみゑさん（尾ノ上原）

米寿を迎えた

苅田シゲさん（本五）

米寿を迎えた

加藤八重子さん（栗尾）

米寿を迎えた

山川キクヱさん（新二）

米寿を迎えた

宇田川まさよさん（一旦）

、宣J＿　　J♂yr

米寿を迎えた

浦部晴子さん（洲河嶋）

米寿を迎えた

佐々木民子さん（洲河幡）

米寿を迎えた
小田知恵子さん（池の内）

米寿を迎えた

徳岡静子さん（本四）

囚
囲
園
囲

こ
の
た
び
十
月
一
日
付
け
で
次
の

と
お
り
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
（
　
）
は
旧
任
。

【
課
長
級
】

総
務
課
長
兼
同
和
対
策
室
長

藤
原
昭
仁
（
総
務
課
長
兼

民
生
課
長
）

民
生
課
長
　
清
水
孝
司
　
（
議
会
事
務
局

長
）

議
会
事
務
局
長
遠
藤
　
功
（
総
務
課
長
補

佐
兼
行
救
係
長
）

構
造
改
善
課
長
兼
土
地
改
良
係
長

大
床
明
則
（
構
造
改
善
課

長
）

【
課
長
補
佐
】

総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
兼
管
財
係
長

宮
本
正
啓
（
構
造
改
善
課

長
補
佐
兼
土
地
改
良
係
長
）

【
係
長
】

総
務
課
財
政
係
長

岡
田
雄
成
（
総
務
課
財
政

係
長
兼
管
財
係
長
）

【
主
任
】

総
務
課
広
報
係
兼
管
財
係

主
任
　
本
高
書
久
　
（
総
務
課
広
報

係
）

【
主
事
】

構
造
改
善
課
土
地
改
良
係

主
事
　
西
岡
浩
治
（
総
務
課
管
財

係
兼
庶
務
係
兼
財
政
係
）

【
主
事
補
】

構
造
改
善
課
構
造
改
善
係

主
事
補
　
宇
田
川
晃

民
生
課
福
祉
係

主
事
補
　
松
井
英
樹

民
生
課
長
清
　
水
　
孝
　
司

議
会
事
務
局
長

遠
　
藤
　
　
　
功

総
務
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

宮
　
本
　
正
　
啓

†
躯
総
摘
財
鞘
が
成

膏
㌦
叫
．
．
い
∴
．
、

構
造
改
善
課
土
地
改
良
係
主
事

西
　
岡
　
浩
　
治
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港・神戸に直垂画チロルの香りがいっぱい
魚崎ふれあいフェスティバルに35，000人が集う

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

江
尾
敬
老
会

婦
人
会
主
催

▲にぎわう即売会コーナー

三
万
人
を
こ
え
る
人
で
あ
ふ
れ

た
川
井
公
園
（
神
戸
市
東
灘
区
）
で

魚
崎
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
九
月
十
一
日
出
に
開
催
さ
れ
、

本
町
よ
り
伯
者
天
神
ば
や
し
、
ア

ル
プ
ホ
ル
ン
が
参
加
し
た
は
か
、

町
の
野
菜
、
特
産
品
を
ど
の
即
売

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
魚
崎
町
協
議
会
結
成
二

十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、
会
場
に
集
っ
た
皆
さ
ん
は

新
鮮
な
野
菜
を
買
い
求
め
た
り
、

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
音
色
に
耳
を
傾

け
た
り
と
都
市
と
農
村
を
む
す
ぶ

交
流
は
満
開
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

▲歌あり、踊りありの江尾敬老会（山村開発センター）

晴天にめぐまれて、楽しい運動会が開催

ト
「
よ
し
、
い
っ
た
ぞ
」
一
球
入
魂
の
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技

［竺慧］

晴
天
の
秋
空
の
も
と
、
町
民
体
育

大
会
（
江
尾
会
場
）
が
九
月
十
九
日

に
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
集
落
か
ら
の
大
き
を
声
援
に
こ

た
え
て
、
参
加
者
は
各
種
競
技
に
力

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
鯛
の
敬
老

の
目
、
各
地
区
で
お
年
寄

り
の
長
寿
を
祝
っ
て
の
敬

老
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

を
か
で
も
、
婦
人
会
の

主
催
に
よ
る
江
尾
敬
老
会

は
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
約
二
百
人
以
上

の
お
年
寄
り
は
い
ろ
い
ろ

な
出
し
物
を
見
た
り
、
手

づ
く
り
の
料
理
に
舌
つ
づ

み
を
打
っ
た
り
と
楽
し
い

一
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

亀

⑳
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スポーツの秋に熱戦いろいろ

［竺竺芸這］
九
月
十
九
日
、
米
沢
小
学
校
の

運
動
会
の
あ
と
、
町
民
体
育
大
会

（
米
沢
会
場
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
、
花
吹
雪
競
技
を

ど
和
気
あ
い
あ
い
の
熱
戦
展
開
。

そ
し
て
、
日
が
西
に
沈
む
な
か

各
集
落
か
ら
選
び
ぬ
か
れ
た
ス
プ

リ
ン
タ
ー
が
最
後
の
競
技
、
総
合

リ
レ
ー
で
力
走
し
接
戦
に
つ
ぐ
接

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町内5カ所

工

－
〃
ず
　
　
　
　
　
　
一
〃
や
こ

江
　
の
　
府

親
水
公
園
な
ど

運

そのまま、まっすでに」ポーリング義枝

野 準　 選 ．∴ ．ニ ー賢　二ニ■一丁‾■　　 てこ 1，、 ご ごit－＿＿－◆ ■■、 ’－
b rl 、

一山▲

▲ 「

㌻　　 ‾一　二＿二ヽJ ＿、

一ノ㌦　一一　＿．＿ 「■ヽ－ヤ一 、‾女 声 離 料 纏 範 庵 転 炉 一．‡‥

▲町民総合体育館沿いの日野J服可川工事進む

平
成
四
年
度
か
ら
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
で

ス
タ
ー
ト
し
た
工
事
も
本

年
度
分
は
町
民
総
合
体
育

館
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
間
の
工
事
な
ど
が
今
、

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
の
を
か
、

川
に
親
し
む
こ
と
で
、
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
思
う
心
を
養

う
場
と
し
て
の
川
。

来
年
の
夏
に
は
、
親
子
連

れ
で
川
遊
び
を
楽
し
む
姿
が

い
た
る
所
で
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

〟
交
通
事
故
な
し
［
圏
で
〃

秋
の
交
通
安
全
運
動
㊧
～
㊧

「
交
通
事
故
な
し
で
お
願
い

し
ま
ー
す
」
　
と
呼
び
か
け
を

で
交
通
安
全
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

手
づ
く
り
の
野
菜
マ
ス
コ
ッ
ト

が
ら
梨
を
手
渡
す

交
通
安
全
母
の
会

の
皆
さ
ん
。

九
月
二
十
一

か
ら
三
十
日
ま
で

全
国
一
斉
の
秋
の

交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
九
月
二
十

かわいい

野菜マスコットなど

手渡す

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

配
り
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
安

全
運
転
を
願
い
し

ま
す
と
訴
え
て
い

ま
し
た
。

街
頭
指
導
で
は

福
田
町
長
を
は
じ

め
町
老
人
ク
ラ
ブ

七
日
、
溝
口
警
察
署
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
柿
原
人
口

の
代
表
も
い
っ
し
ょ
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
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ト
厚
生
大
臣
表
彰
の
受
賞
報
告
を
す
る
川
端
さ
ん
　
（
町
長
室
で
）

厚
生
大
臣
表
彰
に
輝
く

川
端
青
苗
氏
第7回全国浄化槽大会

園
児
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔

親
子
の
歓
声
い
っ
ぱ
い

一
子
供
の
量
目
が
動
会
一

十
月
一
日
、
第
七
回
全
国

浄
化
槽
大
会
が
東
京
都
千
代

田
区
の
東
篠
会
館
で
開
催
さ

れ
席
上
、
川
端
香
苗
氏
（
本

五
）
が
厚
生
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
昭
和
六
十
二

年
度
に
「
浄
化
槽
の
目
」
が

十
月
一
日
に
定
め
ら
れ
た
の

を
記
念
し
、
浄
化
槽
の
健
全

を
普
及
と
啓
蒙
活
動
を
ね
ら

い
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
「
地
道
に
続
け
て
き
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
も
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
・
ご

助
言
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」

と
語
る
川
端
さ
ん
で
し
た
。

▲お母さんといっしょに球ころがしです（保育園で）

九
月
二
十
六
日
、
真
っ
青

な
空
の
も
と
子
供
の
国
保
育

園
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、

グ
ラ
ン
ド
で
の
園
児
た
ち
の

●

懸
命
な
演
技
な
ど
に
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
は
精
一
杯
の

応
接
を
し
て
い
ま
し
た
。

建築工事はじまる〝

十
月
一
日
か
ら
町
営

住
宅
（
久
遠
）
の
建
築
工

事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

工
事
費
約
八
千
三
百

万
円
、
木
造
二
階
建
の

三
棟
（
六
世
帯
）
　
の
町

営
住
宅
は
一
階
に
和
室

（
六
畳
）
、
台
所
、
手

洗
、
風
呂
そ
し
て
倉
庫

（
そ
の
部
分
が
隣
の
世

帯
と
抱
き
合
せ
）
、
二

階
は
洋
間
（
六
畳
ぐ
ら

い
の
広
さ
）
と
和
室
（
六

畳
）
が
あ
り
ま
す
。

三
月
中
句
の
完
成
に

向
け
て
、
工
事
が
急
ピ

ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

町営住宅3棟

▲町営住宅の完成立面図（1棟2世帯の住宅）

●
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全
国
農
業
会
議
所

会
長
表
彰
に
輝
く

眞
田
良
一
氏

3

6
年
間
農
業
委
員
と
し
て

こ
の
た
び
農
業
委
員
の
眞

田
良
一
さ
ん
（
小
江
尾
）
が
三

十
六
年
間
、
農
業
委
員
と
し

て
勤
め
ら
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
全
国
農
業
会
議
所
の
会

長
表
彰
を
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
日
に
、
米
子
市
の

皆
生
温
泉
会
館
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
「
永
い
間
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
さ
さ
え
ら
れ
、
勤

め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
農
家
の
立

場
に
た
っ
た
仕
事
を
」
と
語

る
眞
田
さ
ん
で
し
た
。

▲表彰を受けた眞田良一さん（役場・会議室）

伺ですか、これは？

椿の葉についた黄色いかたまり

い
っ
た
い
、
こ
れ
は
何
ん
で
し
ょ

う
か
。
俣
野
か
ら
宮
市
へ
向
う
道
路
の
途

中
か
ら
江
尾
に
向
か
う
林
道
沿
い
に

群
生
す
る
ツ
バ
キ
。

そ
の
ツ
バ
キ
に
黄
色
い
大
き
な
実

の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
い
る
の
を

発
見
。
幅
が
約
十
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

五
ミ
リ
程
度
の
も
の
で
も
ち
の
よ
う

な
型
を
し
て
お
り
、
ナ
シ
の
よ
う
な

に
お
い
が
し
ま
す
。

最
初
は
ふ
く
ろ
も
ち
病
と
思
わ
れ

た
が
、
小
さ
を
虫
が
い
る
こ
と
が
判

か
り
、
日
野
産
高
で
研
究
飼
育
。
日

を
追
っ
て
幼
虫
が
た
く
さ
ん
出
て
き

た
こ
と
か
ら
、
昆
虫
が
産
卵
し
て
異

常
発
育
し
た
虫
こ
ぶ
と
わ
か
っ
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



3日戎

九
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た

ケ
ア
・
ワ
ー
カ
ー

（
家
政
婦
さ
ん
の
新
し
い

呼
び
方
で
す

福
祉
共
済
制
度
と
は
ア

【
ね
ら
い
】

こ
の
制
度
は
病
院
付
添
い
や
個
人

家
庭
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ケ
ア
・
ワ

ー
カ
ー
が
仕
事
中
に
事
故
に
あ
っ
て

も
公
的
補
償
を
行
う
も
の
で
す
。

「
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改

善
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
四
年

度
に
制
定
さ
れ
、
介
護
労
働
者
の
福

祉
増
進
を
図
る
目
的
で
こ
の
制
度
が

実
施
し
ま
し
た
。

【
内
　
容
】

①
傷
害
補
償

ケ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
が
通
勤
途
上
を

含
む
就
業
中
に
傷
害
を
受
け
た
場

合
の
補
償
で
す
。

②
賃
金
不
払
事
故
補
償

求
人
者
の
行
方
不
明
等
に
よ
る
賃

金
不
払
事
故
の
ケ
ア
・
ワ
ー
カ
ー

の
賃
金
の
補
償
で
す
。

③
賠
償
責
任
補
償

仕
事
中
に
ケ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
が
求

人
者
等
に
損
害
を
与
え
た
場
合
の

脾
償
責
任
に
つ
い
て
の
補
償
で
す
。

④
休
業
補
償

ケ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
が
病
気
や
ケ
ガ

に
よ
っ
て
入
院
し
た
場
合
の
入
院

期
間
中
の
収
入
の
補
償
で
す
。

【
掛
金
な
ど
の
内
容
】

こ
の
制
度
は
補
償
内
容
を
充
実
す

る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
く
求
人
者
の
皆
様
に
も
掛
金
の

一
部
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
掛
金
は
ケ
ア
・
ワ

ー
カ
ー
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
賃
金

総
額
の
〇
・
五
％
の
ご
負
担
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
①
傷
害
補
償
と
②
賃
金

不
払
事
故
補
償
に
あ
て
る

た
め
の
負
担
で
す
。

【
実
施
日
】

平
成
五
年
九
月
一
日
よ

り
、
求
人
者
の
皆
様
の
拠

出
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
①

傷
害
補
償
②
賃
金
不
払
事

⑳　《捷慰。》　率　掛金額
10，000円×0．5％（0．005）＝50円

故
補
償
が
始
ま
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
醐
鳥
取
市
片
原
一
丁
目
二
〇
一

（
中
国
電
力
旧
鳥
取
支
店
三
階
）

（
財
）
介
護
労
働
セ
ン
タ
ー
鳥
取
支
部

℡
〇
八
五
七
－
二
一
－
六
五
七
一

AX
〇
八
五
七
－
二
一
－
六
五
七
二

【
ト
1

第
6
回

活
力
あ
る
職
場

づ
く
り
推
進
大
会

参
加
者
募
集

▼
鳥
取
県
▲

【
ね
ら
い
】

ゆ
と
り
あ
る
社
会
を
目
指
し
、
各

企
業
に
お
い
て
も
労
働
時
間
の
短
縮

な
ど
、
働
く
人
々
の
福
祉
向
上
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
で
は
中
小
企
業
を
中
心
と

し
た
労
働
環
境
の
整
備
を
ど
を
目
的

と
し
て
、
こ
の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

平
成
五
年
十
月
二
十
九
日
㈲

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分

【
場
所
l
米
子
天
満
屋
　
天
満
屋
ホ
ー
ル

【
内
容
】

■
表
彰
式

■
基
調
講
演

「
が
ん
ば
れ
、
日
本
の
社
長
」

講
師
国
際
問
題
評
論
家
　
古
澤
徳
明
氏

【
参
加
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

鳥
取
県
庁
労
政
・
能
力
開
発
課

℡
　
（
〇
八
五
七
）
二
六
－
七
二
二
四

【
そ
の
他
】

参
加
費
　
無
料

10月1日から開始

日
野
病
院
に

整
形
外
科
医

（
高
田
尚
文
先
生
）

が
常
勤

固
定
資
産
税
な
ど

の
講
習
会
案
内

【
日
的
】

自
治
省
で
は
、
「
土
地
基
本
法
」

の
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
、
平
成
六
年
度

に
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
を
行
う

に
あ
た
り
、
そ
の
目
的
な
ど
を
十
分

に
納
税
者
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
行
い
ま
す
。

主
催
　
（
財
）
日
本
不
動
産
研
究
所

後
援
　
鳥
取
県
、
鳥
取
市

【
日
時
】

平
成
五
年
十
一
月
九
日
㈹

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時

【
会
場
】
ホ
テ
ル
　
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

（
鳥
取
市
今
町
二
－
一
五
三
）

【
講
演
内
容
】

■
「
あ
な
た
の
国
定
資
産
税

正
し
い
評
価
と
む
り
な
い
負
担
」

講
師
　
自
治
省
税
務
局
長
滝
　
実
　
氏

■
「
正
規
の
不
動
産
鑑
定
評
価
と
は

何
か
」

講
師
　
（
財
）
日
本
不
動
産
研
究
所

理
事
　
木
脇
　
義
博
氏

【
そ
の
他
】

参
加
費

無
料

Soumu
四角形

Soumu
四角形



13

事
業
主
の
み
な
さ
ん

働
く
時
間
は
瀾
4

0
時
間
に

労
働
時
間
短
縮
助
成
制
度

【
ね
ら
い
】

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
つ
く

る
た
め
に
労
働
時
間
の
短
縮
は
必
要

不
可
欠
の
課
題
で
す
。

本
年
六
月
、
改
正
労
働
基
準
法
の

改
正
に
よ
り
過
四
十
時
間
労
働
制
が

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
が
、
中
小
企
業
な
ど
で
は
一
定
の

規
模
、
業
種
の
事
業
所
に
つ
い
て
平

成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

す
み
や
か
に
週
四
十
時
間
労
働
制
に

移
行
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
中
小
企
業
の
事
業

所
が
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
助

成
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
内
容
】

‘
中
小
企
業
労
働
時
間
短
縮
促
進
特

別
奨
励
金

次
の
①
～
⑨
の
ほ
か
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
中
小
企
業
主
に

事
業
所
の
規
模
に
よ
り
奨
励
金
を

支
給
し
ま
す
。

①
週
四
十
時
間
労
働
を
実
現
す
る
た

め
の
計
画
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
計
画
に
基
づ
き
、
週

所
定
労
働
時
間
を
二

時
間
以
上
短
縮
し
た

こ
と
。

書
の
週
所
定
労
働
時

間
の
短
縮
の
た
め
五

百
万
円
以
上
の
省
力

化
投
資
を
行
う
こ
と

事 業所
規 模 1人～30 人 3 1人～1〔旧人

101人～300

支給 額 50 万円 150 万日 300 7ブ円

■
労
働
時
間
短
縮
実
施
計
画
推
進
援

助
団
体
助
成
金

「
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関

す
る
臨
時
措
置
法
」
　
に
基
づ
く
労

働
時
間
短
縮
実
施
計
画
の
承
認
を

受
け
た
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体

が
実
施
計
画
の
実
現
に
向
け
、
同

じ
関
連
の
個
別
事
業
主
に
次
の
事

業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ

に
要
す
る
経
費
三
分
の
二
　
（
限
度

額
一
千
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

①
関
連
事
業
に
お
け
る
労
働
時
間
管

理
の
実
態
調
査

②
関
連
事
業
に
対
す
る
相
談
、
指
導

助
言

⑨
講
習
会
の
開
催

④
そ
の
他

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
柳
鳥
取
市
扇
町
三
東
栄
ビ
ル
内

（
社
）
全
国
労
働
基
準
関
係
団
体
連
合

会
鳥
取
県
支
部
（
県
労
働
基
準
協
会

内
）
℡
〇
八
五
七
－
二
四
－
四
一
三
八

●電話のご相談もお受けします
無 料 亡0防ト24 －4 23 3 （直通）

交 通事 故 相談日：月曜から金曜午前9時半～12時
年後1時～4時40分r祝祭日を除く）

ご相談 ◎専門の相談員が親身になってご相談に応じ
ます。

◎弁薗士相談日：毎週水曜日午後1時－4時

社団法人日本損害保険協会
鳥取 自動車保険請 求相談 センター

ィ．甘姉竹即1－1旧一一：五井命封耶ビル3断．（．～耶洲東都桝J納　t拍柘丁一2：1－5161

「
ふ
る
さ
と
」
音
楽
賞

回5

日
本
創
作
童
謡

第
　
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

●
募
集
作
品

●
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
み
、
親
し

み
や
す
い
作
品
。

●
作
詞
・
作
曲
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
あ
る
こ
と
。

●
作
詞
・
作
曲
を
セ
ッ
ト
し
た
作
品
。

●
応
募
方
法

●
応
募
に
あ
た
っ
て
、
五
線
紙
を
使

用
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
下
に
歌
詞

l

Iり

て二・
●　‾√Yも′■

一一　‾　．－・　●ヽ

が
ん
ば
れ
～
〃
‥
お
父
さ
ん

力
の
か
ぎ
り
（
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
）

を
記
入
し
て
下
さ
い
。

●
楽
譜
と
は
別
に
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
に
た
て
書
き
で
詞
だ
け
を
書
い

た
も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
原
稿
に
は
、
作
詞
者
と
作
曲
者
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

原
稿
の
大
き
さ
は
B
4
判
に
。

●
「
ふ
る
さ
と
」
音
楽
賞
（
最
優
秀
賞
）

一
曲
　
五
十
万
円

●
優
秀
賞
　
　
　
二
曲
　
各
十
万
円

●
佳
　
作
　
　
　
七
曲
　
各
一
万
円

今
回
に
限
り
入
賞
作
品
の
中
か
ら

一
曲
に
　
「
田
村
虎
蔵
特
別
賞
」

（
副
賞
と
し
て
鳥
取
県
の
特
産
品
）

を
贈
り
ま
す
。

■
し
め
切
り

平
成
五
年
十
一
月
三
十
日
㈹

●
発
表
・
表
彰

（
当
日
消
印
有
効
）

●
日
時
／
平
成
六
年
三
月
二
十
日
㈱

午
後
一
時
三
十
分

●
場
所
／
県
立
県
民
文
化
会
館

梨
花
ホ
ー
ル

雷
そ
の
他

●
応
募
作
品
原
稿
の
返
却
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

●
場
合
に
よ
っ
て
は
、
作
品
を
加
筆

訂
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
作
者
に
帰

属
し
ま
す
。

■
応
募
作
品
送
付
先

〒
柳
鳥
取
市
東
町
一
丁
目
二
二
〇

県
庁
文
化
振
興
課
内

「
童
謡
・
唱
歌
ふ
る
さ
と
鳥
取
」

企
画
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
〇
八
五
七
－
二
六
－
七
一
三
四

Soumu
四角形
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‖凹

犯
罪
捜
査
に

ご
協
力
を

＝
警
察
か
ら
の
お
願
い
＝

最
近
の
犯
罪
は
銃
器
を
使
用
し
た

犯
罪
を
ど
が
多
発
す
る
と
と
も
に
県

境
を
こ
え
た
凶
悪
犯
罪
を
ど
も
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

警
察
に
お
い
て
も
、
最
新
鋭
の
技

術
を
も
っ
て
捜
査
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
警
察
の
活
動
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
犯
罪
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
こ
そ
欠
か
す
こ
と

が
で
き
を
い
も
の
と
を
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
点
を
中
心
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と

は
積
極
的
に
通
報
を
／

犯
罪
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
人
や
車
を

目
撃
し
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
、
ど
ん

な
さ
さ
い
を
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
／

事
件
が
発
生
し
た
と
き
、
捜
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
て
情
報

収
集
い
た
し
ま
す
。
（
聞
込
み
捜
査
）

皆
さ
ん
の
ひ
と
こ
と
が
事
件
を
解

決
す
る
カ
ギ
と
な
り
ま
す
の
で
聞
込

み
捜
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
必
ず
届
出

を
／も
し
、
犯
罪
の
被
害
に
不
幸
に
し

て
あ
わ
れ
た
ら
、
「
被
害
額
が
少
な

い
か
ら
」
　
と
か
　
「
め
ん
ど
う
」
を
ど

の
理
由
か
ら
届
出
を
さ
れ
を
い
方
が

い
ま
す
。

そ
れ
は
、
第
二
、
第
三
の
犯
罪
を

生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
警

察
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
「
事
件
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
迷

わ
ず
一
一
〇
番
を
／

‘
指
名
手
配
犯
人
検
挙
に
ご
協
力
を

平
成
五
年
七
月
一
日
現
在
、
指
名

手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
は
二
千
八
百

二
人
で
す
。
昨
年
の
十
一
月
ご
ろ
に

追
跡
捜
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
の
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
通
報
が
あ

り
五
十
七
人
を
検
挙
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ど
ん
な
小
さ
を
情
報
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
警
察
へ
ご
一

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

テレビ放映

全
県
公
園
化
・
景
観
形
成

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
山
陰
放
送
テ
レ
ビ

●
1
0
月
3
0
日
比
午
後
3
時
か
ら

⑳

応援します、ゆとりある人生

事業主の退職金制度

ト小規模企業共済1

「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
は
、

い
わ
ば
国
が
つ
く
っ
た
事
業
主
の
退

職
金
制
度
で
す
。

月
々
掛
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
を
や
め
ら
れ

た
り
、
役
員
を
退
職
し
た
と
き
を
ど

第
一
線
を
退
い
た
と
き
に
法
律
で
定

め
ら
れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先

最
寄
り
の
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

金
融
機
関
で
詳
し
く
は
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

▼
中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
制
度
▲

取
引
先
倒
産
の

場
合
資
金
手
当

を
い
た
し
ま
す

「
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
」

は
取
引
先
企
業
の
倒
産
の
影
響
を
受

け
て
中
小
企
業
自
ら
が
倒
産
す
る
事

態
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
国
が

つ
く
っ
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
加
入
後
六
カ
月
以
上

た
っ
て
取
引
先
事
業
者
が
倒
産
し
、

売
掛
金
債
権
を
ど
の
回
収
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
、
掛
金
総
額
の
十
倍
の

範
囲
内
（
最
高
三
千
二
百
万
円
、
残

高
ベ
ー
ス
）
　
で
無
担
保
・
無
保
証
人
、

無
利
子
で
共
済
金
の
貸
付
が
迅
速
に

受
ら
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
貸
付
を

受
け
た
共
済
金
の
十
分
の
一
に
相
当

す
る
掛
金
額
に
対
す
る
権
利
は
消
滅

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会
、
商

工
会
議
所
そ
し
て
金
融
機
関
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

元
気
一
杯
に
入
場
行
進
で
す

（
米
沢
小
学
校
で
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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画
碗
阜
第
2

8
回
鳥
取
県
小
学
校
教
育
研
究
会
日
野
都
部
会

平
成
五
年
度
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
学
校
教
育
振
興
会

研
究
大
会

中
田
武
仁
氏
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
選
挙

監
視
業
務
中
、
殉
職
さ
れ
た
中
田
厚
仁
さ
ん
の
父

来
町
〃

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尊
さ
」
を
語
る

主催／鳥取県小学校教育研究会日野郡部会

江府町学校教育振興会

■日晦／10月25日的）午後2時30分奇

■場所／江尾小学校（体育館）

こ
の
た
び
、
江
尾
小
学
校
に
お
い

て
第
二
十
八
回
鳥
取
県
小
学
校
教
育

研
究
会
日
野
都
部
会
・
平
成
五
年
度

鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
学
校
教
育
振

興
会
研
究
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尊
さ
」
と

題
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

講
師
は
「
中
田
厚
仁
記
念
国
連
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
務
所
」
代

表
の
中
田
武
仁
氏
を
迎
え
、
〃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
〃
”
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
心
〃
　
な
ど
に
つ
い
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
選
挙
監
視
業
務
中
、
殉
職

さ
れ
た
ご
子
息
の
中
田
厚
仁
さ
ん
の

こ
と
や
ご
自
身
が
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
活
動
に
携
る
こ
と
に
な
っ
た

動
機
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
も
ど
ん
ど
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
お
寺
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今

一
九
七
〇
年
に
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
計
画
が
「
開
発
へ
の
青
年
の
参
加
」

を
推
進
す
る
中
核
機
関
と
し
て
国
連

の
中
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
今
日
ま
で
世
界
各
国
か
ら

派
遣
さ
れ
た
八
千
四
百
人
を
上
回
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
三
〇
数
カ
国
で

開
発
協
力
に
大
き
を
貢
献
を
し
、
世

界
各
地
で
人
道
的
救
援
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
激
し
く
変
化
す
る
国
際
情

勢
の
を
か
で
、
ま
す
ま
す
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い

る
現
状
で
す
。

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
中

田
さ
ん
は
「
中
田
厚
仁
記
念
基
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

中田武に氏のプロフィール

昭和12年大阪市生まれ、55歳。昭和36年に大
阪市立大学経滴学部卒業。

平成5年4月8日、カンボジア国コンポント
ム州プラサットサンボ郡で、殉職した中田厚仁
（当時25歳）さんの父親。殉職した息子の遺志

を継いで、貿易商社マンとして32年間のサラリ
ーマン生活をやめ国際平和のためのボランティ
アとしての活動をスタート。

そして「中田厚仁記念国連ボランティア活動
支援事務所」を設立。

Soumu
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食物繊雑たりてますか
（国保カレンダーより）

食物繊維で碑ガンを防e・5
食物繊維は便秘の改善に即効性

がありますが、肥満、糖尿病、高

脂血症、高血圧、大腸ガンなどの

危険性を低下させる働きもありま

す。

食生活の洋風化で、日本人の食

物繊維をとる量は年々減っていま

す。食物繊維の不足した食生活が、

穀類は未精製か精製度の

低いほうか食物繊維か多

い。

成人病の原因の一つともいわれて

います。

こうしたことから、成人病を予

防するためにも食物繊維は1日当

たり、20～30gの摂取が望ましい

とされています。野菜、いも類、

果物、海藻、豆類などを毎日食べ

ていれば必要量はとれます。

野菜、果物、いも類な
どは不足なく食べる。
できるだけ皮つきのま

ま料理する。

◆日常食品1食あたりの食物繊維ベスト10◆
食　　品　　　　　　（g）目安　　繊維量

干し柿　　　　70　2個　7．56g

ひじき　　　101鉢　5．49

ライ麦パン　1001校半　5．21

栗（甘栗）　　70　　　4．92

ファイバーパン＊1001校半　3．96

いんげんまめ　201皿　3．95

そらまめ（乾）　201皿　3．91

ポップコーン　　40　　　3．88

納豆　　　　　40　　　3．84

おから　　　　40　　　3．77．

＊ファイバーパンはとくに食物繊維を入れたパン

．
V
ヽ
ヽ
㌔
㌧

l

　

●

　

■

　

r

　

一

しっかり食べよう

野菜類

豆類、きのこ、海藻類
は高繊維食品。こまめ
に食べる。

l、　　　　　　　　　～

∴
V
ノ
㌧
：
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隼
結
婚
を
祝
し
ま
す

綱
川
紺
…
郎
）
紺
摘
用
町

山
西
　
克
己

板
井
　
文
佳

岡
山
県
玉
野
市

美
用
か
ら

⑳

平成5年9月未

前月比

世帯数1，219世帯（＋3）

人　口4，536人（一1）

男　2，176人（一3）

女　2，360人（＋2）

・二二きて縫 豪…；：JJ

いつも

お世話になります
区長さん、班長さん

行政との大切なパイプ役

⑳

間
分
の
数
値
に
近
づ
い
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

基
本
的
に
こ
の
町
報
を
ど
の
配
布

物
は
毎
週
金
曜
日
に
発
送
し
、
土
曜

日
に
は
各
集
落
の
区
長
さ
ん
宅
に
郵

送
さ
れ
た
後
、
仕
分
け
さ
れ
て
各
班

長
さ
ん
の
手
で
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に

配
ら
れ
て

る
と
聞
き
ま
す
。

区
長
さ
ん
、
珪
長
さ
ん
各
位
の
ご

苦
労
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

国
や
県
そ
し
て
町
か
ら
の
お
知
ら

せ
も
皆
さ
ん
の
お
世
話
が
あ
っ
て
、

は
じ
め
て
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

十
枚
針
　
「
〓
戸
当
た
り
6
0

い
ま
す
。

年
間
六

見
識
錮
謂
㈹
n
す
。
防
災

無
線
で
聞

か
れ
た
情

報
を
も
う

い
福
を

祈
り
ま
す

昨
年
度
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
届

け
ら
れ
た
配
布
物
は
一
戸
当
た
り
約

六
十
枚
、
回
覧
文
書
は
十
二
枚
（
そ

の
他
に
も
あ
り
ま
す
）
。
本
年
度
は

九
月
末
で
、
す
で
に
約
四
十
枚
、
回

覧
文
書
は
六
枚
。
こ
れ
に
選
挙
関
係

の
公
報
を
含
め
る
と
昨
年
度
の
一
年

布
物
だ
と

す
る
と
、
月
で
五
枚
、
ほ
ぼ
毎
週
一

枚
は
各
戸
に
配
布
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

各
戸
が
密
集
し
て
い
る
集
落
も
あ

れ
ば
、
そ
う
で
を
い
所
も
。
雨
の
日

に
は
配
布
物
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
配
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ

一
度
、
確

認
す
る
た
め
に
も
お
知
ら
せ
は
必
要

で
す
。私
た
ち
情
報
を
発
信
す
る
側
も
在

る
べ
く
、
ま
と
め
て
簡
潔
に
そ
し
て

わ
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
日
々
努
力
を
積
み
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
係
）

（
住
所
）
（
氏
名
）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）

佐
川
本
田
三
智
雄
5
7
歳
本
人

御
机
小
倉
清
春
8
1
歳
巧

新
一
岡
崎
み
ち
子
7

3
歳
萬

御
机
加
藤
あ
い
8
3
歳
厚

（
九
月
届
で
は
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
）

B
後
説
『

▼
世
界
の
強
豪
と
対
戦
し
た
郷
土
の

星
、
森
和
栄
選
手
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
を
か
で
思
い
出

に
の
こ
る
試
合
は
と
の
質
問
に
奈
良

国
体
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ

た
。
「
こ
れ
以
上
で
き
を
い
く
ら
い
練

習
し
た
」
と
当
時
を
語
る
。
ひ
と
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
に
全
力
を
か
け
、
自
己

の
限
界
に
挑
戦
す
る
。
常
に
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
。
町
内
で
テ
ニ
ス

に
は
げ
む
多
く
の
後
輩
も
森
選
手
の

よ
う
に
”
も
う
こ
れ
で
限
界
だ
〃
　
と

思
っ
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
と
決
め
頑
張

っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
森
選
手
に
は
ア
ジ
ア
大

会
で
世
界
の
頂
点
を
目
指
し
、
金
メ

ダ
ル
を
胸
に
凱
旋
（
い
く
さ
に
勝
っ

て
帰
る
こ
と
）
し
て
く
れ
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
た
い
。

▼
お
年
寄
り
の
顔
に
は
歴
史
が
あ
る
。

ま
さ
に
人
生
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
リ
ン
カ
ー
ン
が

「
四
十
歳
に
在
っ
た
ら
、
自
分
の
顔

に
責
任
を
も
て
」
と
は
有
名
な
格
言
。

お
年
寄
り
の
お
だ
や
か
を
表
情
に

出
会
い
、
人
生
の
折
り
返
し
地
点
を

む
か
え
た
自
分
自
身
が
惰
性
に
流
れ

が
ち
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に

一
喝
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
印
象
を

受
け
た
。

（
表
紙
の
写
真
は
十
月
一
日
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
）
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発
行
・
江
府
町
役
場

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
都
江
府
町
人
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
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3
8
9

●
　
編
集
・
総
務
課
　
印
刷
・
富
士
印
刷

繭曽i恥号ヨ呆唱呆＝町内いたる所で＝

実りの秋というにはあまりにも厳しい季節。例年だと農機具のエンジン

音が勢いよくあちらこちらで聞かれるのに、心をしか、エンジン音も元気

がなく聞こえるようを気がします。

そんな暗い雰囲気を道端で咲き乱れるコスモスが秋風にゆれて、赤やピ

ンクの花びらをはためかせ、道を通る農家の皆さんに「頑張ってください」

とはげましているようでした。

（主要地方道岸本江府線・袋原周辺）
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